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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告を申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 報告 書の

とおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

市 政一 般に対 する 質 問に先 立ち 、執 行部の 皆様 にお願 いを いた

します。

議 員の 質問の 不明 点 を確認 した い場 合、あ るい は質問 へ反 論、

また は趣 旨、根 拠を 確 認した い場 合は 、挙手 の上 、議長 に対 し反

問の 許可 を申し 出て い ただき 、許 可後 に発言 され ますよ うお 願い

をいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、門脇議員。

〔門脇議員質問席へ〕

○門 脇議 員 皆 様、 お はよう ござ いま す。会 派蒼 生会の 門脇 一男

でご ざい ます。 ９月 に 入りま して も依 然とし て猛 暑が続 いて おり

ます ので 、本日 の質 問 、なる べく 暑苦 しくな らな いよう に、 爽や

かに 質問 してま いり た いと思 いま すの で、市 長を はじめ とす る当



局の 皆様 におか れま し ても明 解で 簡潔 な答弁 をよ ろしく お願 いい

たします。

それでは、通告のとおりに質問をしてまいります。

大 要の １点目 は、 米 子市消 防団 に係 る諸課 題に ついて であ りま

す。

ま ず初 めに、 消防 団 に関す る理 解の 促進に つい てお尋 ねい たし

ます 。消 防団員 はな り わいを 持ち なが ら、地 域に おける 消防 、防

災の リー ダーと して 、 自分た ちの まち は自分 たち で守る とい う使

命感 の下 、市民 の生 命 、身体 、財 産を 守るた め日 頃より 広報 活動、

防災 訓練 をはじ め、 災 害時に は自 宅や 職場か ら現 場に駆 けつ け、

消火活動や消防隊員の後方支援などに務めています。

そ こで 、現在 、こ の ような 活動 や取 組をし てい る消防 団に つい

て、 この 消防団 を取 り 巻く主 な課 題は どのよ うな ものが ある のか

お伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 消 防団は 、消 火活 動のみ なら ず、地 震や 風水

害等 の災 害時に 様々 な 活動を 行っ てい ただい てお りまし て、 地域

防災 の要 として 非常 に 重要な 役割 を担 ってい ただ いてる とこ ろで

ござ いま す。こ の消 防 団を取 り巻 く主 な課題 とい たしま して は、

団員 の人 員不足 と高 齢 化が上 げら れま す。令 和７ 年８月 １日 時点

にお けま す団員 数に つ きまし ては 、定 員数５ ４４ 名に対 し４ ８７

名と なっ ており 、定 員 数を下 回っ てお ります 。ま た、団 員の 平均

年齢 につ きまし ては ５ 1.７ ５ 歳 と な っ て お り 、 高 齢 化 が 進 ん で お

ります。

○岡田議長 門脇議員。



○門 脇議 員 そ れで は 、団員 不足 と団 員の高 齢化 、これ らの 課題

を解 決す るため にど の ような 対策 を講 じてい るの かお伺 いい たし

ます。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 課 題解決 への 対策 といた しま しては 、イ ンタ

ーネ ット を活用 した 団 員募集 の呼 びか けであ りま すとか 、各 種イ

ベン トを 活用し た広 報 を実施 して いる ところ でご ざいま す。 また、

米子 工業 高等専 門学 校 に御協 力を いた だき、 学生 に向け まし た消

防団に関するＰＲを行う予定としております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 お っし ゃ るよう に広 報や ＰＲが 課題 解決へ の第 一歩

だと私も思います。

課 題解 決はも ちろ ん のこと 、消 防団 の活動 や役 割等を 理解 して

いた だく ために も、 市 民への 広報 が大 切にな って くると 考え ます

が、具体的な広報の在り方についてお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 具 体的な 広報 につ きまし ては 、本市 のホ ーム

ペー ジや 広報よ なご の 活用、 庁舎 や公 民館で のポ スター 掲示 、各

種イ ベン トにお ける Ｐ Ｒブー スの 設置 などを 通じ まして 団員 募集

を呼 びか けてい ると こ ろでご ざい ます 。また 、若 年層へ のＰ Ｒと

しま して 、学生 団員 が 在籍し てい ただ いてお りま す米子 工業 高等

専門 学校 に御協 力を い ただき まし て、 全校生 徒へ の消防 団員 募集

チラ シの 配布や 消防 団 の活動 を含 めた 地域防 災に 係る事 業の 実施

など を予 定して おり ま して、 現在 、学 校側と カリ キュラ ムの 調整

を行っているところでございます。



○岡田議長 門脇議員。

○門脇議員 まさにいい取組だと私も思います。

市 のホ ームペ ージ や 広報よ なご 等で の紹介 にと どまる こと なく、

催事 も含 めたイ ベン ト 等の開 会時 に対 面式で の消 防団の 活躍 や活

動内 容を 直接見 ても ら うのが より 消防 団への 理解 が深ま ると 私も

思い ます が、具 体的 に 今後そ のよ うな 計画は ない のか、 ここ のと

ころを伺いたいと思います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 イ ベント 等の 計画 でござ いま すけれ ども 、こ

れま でも 各地区 で開 催 されま す公 民館 祭等に 消防 団も参 加を いた

しま して ＰＲを 行っ て いると ころ でご ざいま す。 また、 本年 ９月

２０ 日に ウイン ズ米 子 で開催 され ます とっと り防 災フェ スタ にお

きま して 、各種 訓練 に 消防団 も参 加い たしま すし 、実際 の活 動内

容を 見て いただ ける 場 を提供 する 予定 として おり ます。 この よう

な取 組を 通じま して 、 消防団 の理 解の 促進に つな げてま いり たい

と考えております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 そ うで す ね、答 弁の とお り、消 防団 を直接 ＰＲ する

には、公民館祭は絶好の機会でもあります。

も う一 方のと っと り 防災フ ェス タで ありま すが 、その フェ スタ

の内容と消防団の関わりについてもお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 防 災フェ スタ の内 容につ きま しては 、鳥 取県

西部 地震 から今 年で ２ ５年目 の節 目の 年にお きま して、 大規 模地

震に おけ る災害 発生 を 想定し た訓 練の 実施や 各種 体験、 広報 ブー



スな どを 設置し まし て 、関係 機関 相互 の協力 体制 の確立 や県 民の

皆様 の防 災意識 の向 上 を図る 内容 とな ってお りま す。消 防団 員の

関わ りと しまし ては 、 各種訓 練へ の参 加や消 防団 のＰＲ ブー スを

設置しまして広報活動を行う予定としております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ９ 月２ ０ 日、ウ イン ズ米 子にて とっ とり防 災フ ェス

タが 開催 予定と のこ と ですの で、 これ を機会 に団 員獲得 と消 防団

への 理解 促進の ため に しっか りと 消防 団のＰ Ｒや 広報を して いた

だきたいと思います。

こ こで 、広報 につ い ていま 一度 振り 返りま すと 、前提 とし て、

消防 団全 体のイ メー ジ アップ や社 会全 体で消 防団 を応援 して いこ

うと いう 雰囲気 を醸 成 するこ とが 重要 となっ てき ます。 その ため、

消防 団に 関する 広報 は 、住民 の加 入意 欲を促 進す る広報 と消 防団

自体 のイ メージ を向 上 させる 広報 を充 実させ てい く必要 があ りま

す。 この ことを 忘れ ず に、さ らな る充 実した 広報 活動を 行っ てい

ただきたいと思います。要望をしておきます。

次 に、 消防団 員へ の 報酬に つい てお 尋ねを いた します 。こ の問

題に つき まして は、 委 員会で も取 り上 げられ てい ました が、 ここ

で私からも質問をさせていただきます。

ま ず、 消防団 員へ の 報酬の 支払 いに ついて 、米 子市で はど のよ

うな 支払 い方法 にな っ ている のか 、ま た国の ほう からは どの よう

な要請が来ているのかお伺いします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 現 状、消 防団 員へ の報酬 につ きまし ては 、出

動報 酬と 年額報 酬が ご ざいま して 、出 動報酬 につ きまし ては 、消



防団 員の 個人口 座へ の 支給と して おり ます。 一方 、年額 報酬 につ

きま して は、分 団口 座 への支 給と して おりま す。 また、 国か らの

通知 等に ついて でご ざ います けれ ども 、令和 ３年 ４月に 消防 庁よ

り消 防団 員の報 酬に つ いては 、団 員個 人へ直 接支 給する こと との

通知がなされております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 そ れで は 、なぜ この よう な差異 のあ る状況 が続 いて

いるのかお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 報 酬につ きま して は、こ れま で以前 は全 額を

分団 への 支給と して お りまし たけ れど も、消 防団 との協 議を 重ね、

令和 ５年 度から 、報 酬 の一部 であ る出 動報酬 につ いては 個人 口座

への 支給 に切り 替え た ところ でご ざい ます。 一方 、年額 報酬 につ

きま して は、協 議は 続 けてお りま すけ れども 、消 防団の 実情 等を

踏ま え、 各分団 より 指 定され まし た分 団用の 口座 への支 給を 行っ

ているところでございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 分 団に は 分団の 実情 があ りまし て、 なかな か踏 み切

れな いと ころが ある と いうこ とは 私も 理解を して いるつ もり です。

そ こで 、本市 は消 防 団に対 して はど のよう な説 明、あ るい は要

請をしているのかお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 消 防団へ は、 消防 庁から の通 達に示 され てお

りま す支 給事務 の透 明 性や団 員間 の公 平性の 確保 の観点 から 、直

接支 給へ 切り替 える こ とへの 必然 性に ついて 説明 を行っ てお りま



して 、報 酬の直 接支 給 への手 続に つい て協議 を進 めてい ると ころ

でございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 こ のこ と につき まし て、 私も数 人の 分団長 さん に状

況を 伺っ たとこ ろ、 多 少の温 度差 はあ るにせ よ、 本市か らの 説明

にお おむ ね理解 をさ れ ておら れま した 。私は 、本 市の説 明に より、

消防 団側 の理解 は得 ら れてい るの では ないか と感 じてい ます 。原

則、 報酬 は団員 個人 へ 直接支 給す る、 このよ うに 変更す る時 期が

来ているのではないかと考えますが、見解をお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 報 酬の支 給に つき まして は、 引き続 き消 防団

と協 議を 行った 上で 、 来年度 から 報酬 の全額 を個 人支給 へ変 更す

る予定としております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 若 い団 員 や、ま た将 来の ことを 考え れば、 変更 やむ

なし と考 えます 。来 年 度から 変更 予定 という こと ですの で、 その

方向 で進 んでい きた い と思い ます けど 、あと １点 だけお 聞か せ願

いた いと 思いま す。 こ れから は多 くの 分団自 体に お金が ない とい

うこ と、 こうい うこ と も出て くる と思 います 。消 防団活 動を する

に当 たっ ては、 これ ま で各分 団で 負担 してい た機 材や備 品、 消耗

品な ど、 購入で きな く なるお それ があ り、本 市側 で負担 すべ きも

のが出てくるのではないかと考えますが、見解をお伺いします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 市 側の負 担に つい てでご ざい ます。 本来 、消

防団 活動 に必要 な費 用 につき まし ては 市側が 負担 するこ とが 原則



でご ざい まして 、具 体 的には 、防 火衣 や消防 ホー ス等の 備品 の配

備を 行っ ている とこ ろ でござ いま す。 消防団 との 協議、 これ 現在

行っ てお るとこ ろで ご ざいま すけ れど も、協 議の 中で、 分団 によ

りま して は消防 団費 、 これ先 ほど 申し 上げま した 分団に 振り 込ん

だ年 額報 酬でご ざい ま すけれ ども 、消 防団費 から 消耗品 等を 購入

して いる 状況が ある こ とを確 認し てお りまし て、 整理を 行っ た上

で、 公務 上必要 なも の は予算 措置 に向 け対応 を行 いたい と考 えて

おります。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 報 酬の 支 給方法 を変 更す ること によ り、も しか した

らま だ不 都合な 点が 出 てくる かも しれ ません ので 、そこ はし っか

りと各分団と協議をしていただきたいと思います。

そ れで は、次 に、 準 中型自 動車 免許 取得へ の取 組状況 につ いて

お尋 ねを します 。２ ０ １７年 ３月 の道 路交通 法の 改正に より 、そ

れ以 後、 普通自 動車 免 許を取 得し た消 防団員 は、 準中型 自動 車免

許を 取得 しない 限り 、 消防ポ ンプ 車を 運転す るこ とがで きな くな

りました。

そ こで 、１年 前の 本 議会で の質 問に 対する 答弁 では、 この こと

につ いて 調査を して み るとの こと であ りまし たが 、その 調査 結果

についてお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 調 査結果 につ いて でござ いま す。令 和６ 年９

月に 車両 総重量 3.５ ト ン 以 上 の 消 防 車 両 を 有 し ま す 分 団 に調 査を

行い まし て、団 員３ ０ ３名に 対し 準中 型免許 取得 が必要 な団 員数

は７名でございました。



○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 準 中型 免 許取得 が必 要な 団員数 は７ 名と、 ７名 しか

なの か、 あるい は７ 名 もなの か、 ７名 もいる んだ なとい うの が私

の率 直な 感想で す。 こ のまま にし てお きます と、 来年、 再来 年と

消防 車を 運転で きな い 新入団 員が 増え てまい りま す。将 来的 には

運転 手不 足、機 関員 不 足にも つな がり ますし 、消 防団に 入っ たけ

れど 消防 車が運 転で き ないと なれ ば、 考え方 によ っては 、何 のた

めに 消防 団に入 った ん だろう とい うこ とにな るの ではな いで しょ

うか 。調 査結果 を踏 ま えまし て、 団員 が準中 型自 動車免 許を 取得

する 場合 は、そ の取 得 費用に 対し て公 費助成 をす べきで はと 考え

ますが、見解を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 の御 質 問に対 する 回答 でござ いま すけれ ども 、こ

れま でも 様々な 活動 費 用につ きま して は、原 則こ れは市 費で 負担

をし てき たとこ ろで ご ざいま すが 、こ の準中 型の 自動車 免許 につ

きま して も、消 防団 活 動を継 続し てい くため に必 要な資 格と いう

ふう に認 識をし てお り ます。 した がい まして 、消 防団活 動を これ

から も安 定的に 行っ て いただ くた めに 必要と いう ふうに 考え てお

りま すの で、公 費助 成 につき まし ては 、来年 度か らの予 算措 置に

向け て適 切に検 討を 重 ねてい きた いと いうふ うに 考えて おり ます。

また その ことを もっ て 消防団 への 加入 につい てち ゅうち ょさ れな

いよ うに してい ただ く という こと も大 変重要 なこ とだと 認識 して

おり ます ので、 併せ て 答弁を させ てい ただき たい と思い ます 。以

上です。

○岡田議長 門脇議員。



○門 脇議 員 前 向き に 検討す ると いう ことで ござ いまし たの で、

円滑 な消 防団活 動の た めにも 予算 措置 をして いた だきま すよ うに

お願いをいたします。

次 に、 防災ラ ジオ の 普及に つい てお 尋ねを いた します 。令 和２

年度 に 4,０ ０ ０ 台 調 達 さ れ た 防 災 ラ ジ オ に つ いて 、ここ 一、 二年

はイ ンタ ーネッ トや ス マート フォ ンの 普及に より その役 目を 終え

たのではないかという議論もありました。

そ こで 、まず 、現 在 の防災 ラジ オの 貸与状 況、 在庫状 況に つい

てお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ラ ジオの 貸与 状況 、在庫 状況 でござ いま すけ

れど も、 令和２ 年度 に 約 4,０ ０ ０ 台 を 調 達 い た し ま し て 、 有 償 で

の配 付を 行い、 令和 ６ 年８月 に在 庫が なくな った ところ でご ざい

ます 。能 登半島 地震 以 降、災 害へ の備 えとし ての 需要が 増え 、自

治会 から の取り まと め 申込み など もご ざいま して 、令和 ６年 度に

は２ ００ 台、令 和７ 年 度に１ ００ 台を 追加購 入を いたし まし て、

災害 時の 情報入 手手 段 の一つ とし ての 活用を いた だいて おる とこ

ろでございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 分 かり ま した。 まだ まだ 需要が ある という こと で、

こう いう ことで あり ま すが、 イン ター ネット やス マート フォ ン等、

情報 収集 方法が 多様 化 する中 で、 防災 ラジオ の申 込みが 増え てき

た要因についてお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 要 因につ いて でご ざいま すけ れども 、能 登半



島地 震な ど大き な災 害 が発生 した こと で多く の方 が関心 を持 たれ

たと いう ことが 大き な 要因と は考 えて おりま すけ れども 、災 害の

際に 何の 操作も なく 自 動起動 によ り情 報が入 手で きるこ とや 再度

内容 を確 認する 聞き 直 し機能 など がつ いてい る防 災ラジ オ、 この

利点があるということも要因の一つであると考えております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 は っき り 申し上 げま して 、私も 防災 ラジオ の役 目は

終わ りつ つある のか な と思っ てい た一 人であ りま す。と ころ が、

昨年 頃か ら防災 ラジ オ はまだ あり ます かと私 のほ うにも 問合 せを

いた だく ように なり 、 この事 業は まだ 終わら せて はいけ ない なと

感じているところです。

そ れで は、こ の項 目 の最後 に、 防災 ラジオ 事業 の今後 の方 向性

についてお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ま ず、災 害時 には 速やか な情 報伝達 とい うこ

とで 重要 である って い うこと で、 これ は大前 提で ござい ます 。そ

のた め、 防災行 政無 線 をはじ めと しま して、 防災 ラジオ など 様々

な方 法で 防災情 報の 周 知を図 って いる ところ でご ざいま して 、防

災ラ ジオ も重要 な情 報 伝達手 段の 一つ でござ いま すから 、有 用性

を周知し、活用の促進を図ってまいりたいと考えております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 答弁 を お聞き しま して 、防災 ラジ オの必 要性 をさ

らに 強く 感じて いる と ころで あり ます 。高齢 者世 帯、あ るい は独

居世 帯の 方々を 中心 に 、防災 ラジ オは やはり 必需 品にな って くる

だろ うな と考え たり も してい ます 。今 後もし ばら くはこ のま ま防



災ラジオの活用促進を図っていただきたいと思います。

そ れで は、続 きま し て、大 要の ２点 目、荒 廃農 地対策 につ いて

であります。

初 めに 、荒廃 農地 の 現状に つい てお 尋ねを いた します 。荒 廃農

地が 及ぼ す影響 とし て は、雑 草の 繁茂 等によ る病 害虫、 鳥獣 害の

発生 、用 排水施 設の 管 理への 支障 、さ らに、 ごみ の無断 投棄 、火

災発 生の 原因と なる こ とが考 えら れま す。本 市に は、弓 浜地 区を

中心にまだまだ広大な荒廃農地が現存しています。

そ こで 、まず 初め に 、荒廃 農地 の面 積の推 移に ついて お伺 いし

ます。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 面 積 の推移 につ いて でござ いま すが、 再生 利用

可能 なＡ 分類の 荒廃 農 地と再 生利 用困 難なＢ 分類 の荒廃 農地 の合

計面 積は 、令和 ３年 度 の３５ ４ヘ クタ ールか ら令 和５年 度の ３２

８ヘ クタ ールへ 減少 し ており まし たが 、令和 ６年 度は３ ４４ ヘク

ター ルと 、前年 度に 比 べまし て１ ６ヘ クター ル増 加して いる とこ

ろでございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 お聞 き しまし て、 私は 少しず つで も荒廃 農地 が減

少し てい ってい るの だ と、こ うい うふ うな理 解を してお りま した

ので、令和６年度に増加へと転じたのには驚きました。

そ れで は、な ぜこ れ 増加し たの か、 その要 因に ついて お伺 いい

たします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 面 積 増加の 要因 につ いてで ござ います が、 令和



６年 度の 調査に おき ま して、 荒廃 農地 の面積 が増 加に転 じま した

主な 理由 といた しま し ては、 担い 手農 家や担 い手 法人の 撤退 、農

業者 の高 齢化に よる 離 農、不 在地 主の 増加な どが 要因と 考え てお

ります。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 令 和６ 年 ですが 、荒 廃農 地が増 加し たこの 令和 ６年

度、 荒廃 農地解 消対 策 として はど のよ うな事 業を 展開し 、ど のよ

うな効果があったのかお伺いします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 荒 廃 農地解 消対 策と いたし まし て、令 和６ 年度

から 規模 拡大を 図り た い耕作 者に 対し まして 、荒 廃農地 の再 生費

用を 助成 する耕 作放 棄 地活用 事業 を行 ってい ると ころで ござ いま

す。 また 、除草 、抜 根 などの 費用 を助 成する 耕作 放棄地 再生 利用

対策 事業 や富益 ・淀 江 地区に おけ る基 盤整備 事業 の実施 、そ のほ

か地 域計 画に基 づき ま す担い 手へ の農 地の集 積、 集約に 努め てい

ると ころ でござ いま す 。農業 から 撤退 された 担い 手農家 や担 い手

法人 の農 地を除 けば 、 一定の 荒廃 農地 解消の 効果 はあっ たと 考え

ております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 答 弁を い ただき まし た。 少し説 明を いただ きた いの

です が、 答弁に あり ま した耕 作放 棄地 活用事 業や 耕作放 棄地 再生

利用 対策 事業、 これ に つきま して 具体 的にど のよ うな事 業内 容な

のか 、ま た、こ れら の 事業で 荒廃 農地 におい てど のくら いの 面積

を再生したのかお伺いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。



○若 林経 済部長 耕 作 放棄地 活用 事業 は、規 模拡 大を図 りた い担

い手 に対 しまし て、 既 に原野 化し た耕 作放棄 地を １地区 当た り２

００ 万円 を上限 に再 生 経費を 支援 する 事業で ござ います 。令 和６

年度 は 1,１ ４ ４ 平 米 、 事 業 費 １ ９ ０ 万 3,０ ０ ０ 円 で ご ざ い ま す 。

ま た 、 耕 作 放 棄 地再 生 利用対 策事 業は 、除草 、抜 根、耕 作な どを

行う 場合 の費用 の一 部 を助成 する 事業 でござ いま す。こ れに つき

まし ては 、令和 ６年 度 ゼロと なっ てお ります 。実 際のと ころ は５

件の 相談 がござ いま し たが、 自力 で施 工され たた め事業 とし ては

支出を行ってないという状況でございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 部 長、 ち ょっと 分か りに くいと ころ があっ たん です

けど 、耕 作放棄 地活 用 事業、 これ に対 する荒 廃農 地の解 消し た面

積が ちょ っと分 かり づ らかっ たの で、 いま一 度答 弁をお 願い いた

します。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 失 礼 しまし た。 令和 ６年度 1,１ ４ ４ 平 米 で ご ざ

います。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 答弁 い ただき まし たよ うに、 非常 にいい 事業 がご

ざい ます ので、 さら な る広報 、周 知を して面 積拡 大に努 めて いた

だきたいと思います。

そ れで は、耕 作放 棄 地解消 に向 けて の今後 の取 組につ いて お伺

いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 今 後 の取組 でご ざい ますが 、地 域計画 に基 づき



まし て、 農地中 間管 理 機構や 関係 機関 と連携 して 担い手 への 農地

集積 、集 約化に 努め る ほか、 昨年 度か ら実施 して おりま す規 模拡

大を 図り たい耕 作者 に 対しま して 、荒 廃農地 の再 生費用 を助 成す

る耕 作放 棄地活 用事 業 を令和 ７年 度は １地区 から ２地区 に増 やす

など 、荒 廃農地 の再 生 活用に 力を 入れ ること とし ており ます 。あ

わせ まし て、来 年度 か らＪＡ 鳥取 西部 及び関 係機 関と連 携し まし

て、 スー パー白 ねぎ 団 地の整 備を 支援 し、荒 廃農 地の解 消を 図っ

ていきたいと考えております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 新 たな 取 組もあ り、 期待 をする とこ ろであ りま すが、

荒廃 農地 が再び 増加 す ること のな いよ う、し っか りと対 策を 講じ

ていただきますよう、これは要望をしておきます。

答 弁に ありま した ス ーパー 白ね ぎ団 地につ きま しては 、後 ほど

質問をさせていただきたいと思います。

そ れで は、次 に、 早 生ヤナ ギの 試験 植栽に つい てお尋 ねを いた

しま す。 荒廃農 地解 消 に向け て早 生ヤ ナギの 試験 植栽が 行わ れて

おりますが、まずはこの植栽内容と目的についてお伺いします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 植 栽 内容と いた しま しては 、令 和６年 ５月 に大

崎地 区の 農地に ５本 の 早生ヤ ナギ の苗 を試験 植栽 したも ので ござ

いま す。 早生ヤ ナギ は 木質バ イオ マス 燃料の 安定 的な供 給源 とし

て注 目さ れてお り、 伐 採して も根 から 新しい 芽が 出る萌 芽再 生能

力が 高く 、繰り 返し 短 期間で 収穫 でき る特性 を持 ってお りま す。

どの よう な土壌 で生 育 できる かを 把握 して、 本市 におけ る荒 廃農

地解 消に 向けた 取組 と して可 能か 否か 検証を しよ うとす るも ので



ございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 こ の早 生 ヤナギ につ きま しては 、私 も調べ てみ たん

です けど も、ど うも ５ 年前後 、ち ょっ と調べ ます と、も う３ 年で

順次 これ 収穫し て、 ま た穂を 伸ば して いくと か、 また３ 年間 隔で

それ を繰 り返し てい っ たりと かあ るん ですけ ども 、大体 ５年 前後

で収 穫し て、そ の後 は 萌芽し たも のを また育 てて いくと 、こ うい

う繰 り返 しをし て収 穫 をする そう であ ります 。こ の荒廃 農地 対策

にはもってこいの樹木ではないかと思っています。

そ れで は、こ の早 生 ヤナギ 、現 在は どのよ うな 状況な のか お伺

いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 試 験 植栽い たし まし た現状 でご ざいま すが 、大

崎地 内の 面積１ ５６ 平 米の畑 に 1.８ メ ー タ ー 間 隔 で ５ 本 植 栽 い た

し ま した ところ 、昨 年 夏の強 風で １本 を失っ てお ります が、 残り

の４ 本は 今年の 渇水 、 猛暑の 中で も順 調に生 育し ている こと を確

認しております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 は っき り 言って あの 狭い 面積に 早生 ヤナギ が僅 か５

本、 今現 在は４ 本に な ってお りま すけ ども、 試験 植栽だ とし ても、

確た る結 果や結 論が 出 ないの では ない かと考 えま す。環 境の 異な

ると ころ でもっ と面 積 を拡大 し、 本数 、樹木 の種 類等を 検討 すべ

きではないでしょうか、見解をお伺いします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 の試験 植栽 の状 況を見 なが ら、今 後は 異な



る環 境の 農地の 選定 、 植栽本 数及 び樹 木の種 類な どを検 討い たし

まし て、 植栽面 積の 拡 大を行 いま して 、さら なる 検証を 行っ てい

きたいと思っております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 そ れで は 、今答 弁い ただ きまし た、 現在で 具体 的に

検討 して いる農 地と か 、樹木 の種 類な どはあ るの かどう かお 伺い

いたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 、試験 植栽 を行 ってる 場所 は水位 が低 い場

所で ある ため、 今後 は 水位の 高い 場所 も選定 して 試験植 栽し たい

と考 えて おりま す。 現 在、試 験植 栽し てる早 生ヤ ナギの 種類 はハ

ルシ ベヤ ナギで ござ い ます。 これ は苗 を購入 して 育てる こと はで

きま すが 、挿し 木で 増 やすこ とは 制限 されて いる ヤナギ でご ざい

ます 。今 後は同 じ早 生 ヤナギ のう ち、 挿し木 で増 やすこ とに 制限

がな い、 日本海 側に 広 く分布 して おり ますオ ノエ ヤナギ やシ ロヤ

ナギ 、イ ヌコリ ヤナ ギ などの 樹木 を試 験植栽 に挑 戦した いと 考え

ております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 のこ の 不安定 な現 在の 国際情 勢を 鑑みま して も、

また 荒廃 農地対 策と し ても大 いに 期待 をして おり ますの で、 取組

をどうか前へ前へと進めていただきたいと思います。

そ れで は、次 に、 ス ーパー 白ね ぎ団 地の構 想に ついて お尋 ねい

たし ます 。この たび 弓 浜地区 の休 耕地 を利用 して スーパ ー白 ねぎ

団地 を造 成する 構想 が 明らか にな りま した。 そこ で、ま ず初 めに、

この構想についての目的についてお伺いします。



○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 、ＪＡ 鳥取 西部 が弓ヶ 浜地 区をモ デル 地区

とし てス ーパー 白ね ぎ 団地の 造成 を検 討して いる ところ でご ざい

ます 。耕 作放棄 地の 基 盤整備 など によ り営農 に適 した圃 場を 拡大

いた しま して、 弓ヶ 浜 地区の 特産 品で ある白 ネギ の耕作 面積 拡大

及び 生産 性向上 によ る 収穫量 の増 大を 図りま して 弓ヶ浜 地区 を白

ネギ産地として活性化させていくことが主な目的でございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 答弁 い ただき まし たけ ども、 なか なかイ メー ジと

して 浮か びづら いと こ ろがあ りま すの で、こ のス ーパー 白ね ぎ団

地の イメ ージ、 どの よ うなイ メー ジを 持てば いい のかお 伺い いた

します。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 団 地 の規模 とい たし まして は１ 団地当 たり ５０

アー ルか ら２ヘ クタ ー ルの規 模を 想定 してお りま す。こ れは 基盤

整備 を効 率かつ 短期 間 で行う こと を目 指すた め、 １団地 当た りの

面積 を小 規模に 限定 す るもの でご ざい ます。 事業 対象農 地に つき

まし ては 、農振 農用 地 区域か つ地 域計 画策定 地域 である こと が条

件と なっ ており ます 。 耕作を する 農業 者につ きま しては １団 地２

人以 上、 地域計 画に 位 置づけ られ た担 い手農 業者 、新規 就農 者を

想定 して おりま す。 ま た、基 盤整 備と 併せま して 白ネギ 生産 に必

要な 育苗 ハウス や収 穫 機など 、施 設、 機械を 導入 し、農 業者 にリ

ースすることも検討しております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 部 長、 あ りがと うご ざい ました 。ち ょっと 詳し くイ



メー ジを つかめ るよ う に説明 して いた だきま して 、大体 のイ メー

ジはつかめました。

そ こで 、この 構想 で すが、 この 構想 につい て、 本市と して はど

のような関わりを持たれるのかお伺いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 市 の関わ りの 前に 、まず 、事 業につ いて 御説

明さ せて いただ きま す 。本事 業は 、国 の農地 耕作 条件改 善事 業を

活用 して 行う事 業で ご ざいま す。 農地 の区域 拡大 や暗渠 排水 など

の耕 作条 件の改 善、 高 付加価 値農 業施 設設置 など の取組 を行 うも

ので ござ います 。事 業 費につ きま して 、国、 県、 市、実 施主 体が

それ ぞれ 負担す るこ と となり ます 。実 施主体 は市 町村、 土地 改良

区、 農協 、農業 法人 な どが想 定さ れる ところ でご ざいま すが 、こ

のた び米 子市に おき ま しては 、Ｊ Ａ鳥 取西部 が実 施主体 とし て行

う予定となっております。

本 市の 関わり とい た しまし ては 、事 業経費 のう ち米子 市負 担区

分の 支援 を行い ます 。 さらに 、技 術的 支援と して は、実 施希 望地

が農 振農 用地区 域外 で あれば 、農 振農 用地へ の編 入手続 、地 域計

画へ 農業 者を位 置づ け る手続 、農 地利 用調整 にお ける地 元調 整サ

ポー ト、 農地中 間管 理 権の設 定サ ポー トなど 、本 事業に 関わ って

いく予定でございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 こ のた び の構想 では 、本 市はあ くま でもサ ポー ト的

な支 援を する立 場で あ ると、 こう 理解 をしま した が、一 方で は、

荒廃 農地 解消の ため に 、時に は積 極的 な支援 も考 えてい ただ きた

いと思います。



そ れで は、今 後の ス ーパー 白ね ぎ団 地の整 備や 運営の 流れ につ

いてお伺いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 先 ほ どの答 弁と ちょ っと重 複す るとこ がご ざい

ます が、 本事業 は、 耕 作者、 ＪＡ 鳥取 西部、 鳥取 県、米 子市 、農

地中 間管 理機構 など が 連携し て行 うも のでご ざい ます。 １年 目、

本年 度で ござい ます が 、耕作 者、 ＪＡ 鳥取西 部、 鳥取県 、米 子市

が連 携い たしま して 、 モデル 地区 の設 置調整 を行 う、既 に着 手は

始め てま すが、 行っ て いると ころ でご ざいま す。 次に、 耕作 者が

米子 市、 農地中 間管 理 機構の 協力 の下 、地権 者と の農地 利用 調整

を行 った 後に、 ＪＡ 鳥 取西部 が事 業の 採択申 請を 鳥取県 を通 じて

国に 行う もので ござ い ます。 ２年 目は 、事業 の交 付決定 後、 ＪＡ

鳥取 西部 が農地 の整 備 を行い ます 。３ 年目は 、Ｊ Ａ鳥取 西部 が育

苗ハ ウス 、収穫 機械 な どの導 入の 上、 耕作者 にリ ースを 行い まし

て、 耕作 者が団 地営 農 を開始 いた しま す。Ｊ Ａ鳥 取西部 は、 事業

のＪ Ａ負 担金に つき ま して、 耕作 者に 対し分 割で 請求を して いく

こと とな ります 。そ の 後に、 ＪＡ 鳥取 西部、 米子 市は、 弓ヶ 浜地

区の 先行 モデル 地区 の 実施状 況を 周知 いたし まし て他地 域で の取

組を 促進 し、地 元調 整 ができ たと ころ から拡 大を してい きた いと

考えております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 部 長、 こ れもま た丁 寧に 御説明 いた だきま して あり

がとうございます。

そ こで 、答弁 今お 聞 きいた しま して 、今年 度は モデル 地区 の設

置調 整を 行うと 、こ う いうこ とで あり ました が、 現時点 では どこ



まで事業が進んでいるのかお伺いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 の進捗 状況 につ いてお 答え いたし ます 。事

業主 体の ＪＡ鳥 取西 部 に対し まし て複 数の農 業者 からモ デル 地区

候補 が美 保地区 で数 か 所上が って きた 段階で ござ います 。今 後、

来年 度の 事業着 手に 向 けて熟 度の 高い 候補地 を絞 り、事 業化 に向

け調整に取り組んでいきたいと考えております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 こ こ近 年 、若手 のネ ギ農 家も増 えて きてい ます し、

この事業に関しても期待が大きいところであります。

そ れで は、こ の項 目 の最後 に、 米子 市とし てこ のスー パー 白ね

ぎ団地に期待することは何なのかお伺いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 期 待 するも のと いた しまし ては 、白ネ ギ栽 培面

積の 拡大 、収穫 量の 増 大によ る弓 ヶ浜 地区の 白ネ ギ産地 とし ての

活性 化を 期待し てお り ます。 さら に、 新規就 農者 を含め まし た白

ネギ 生産 者の経 営の 安 定化と 栽培 技術 などの ノウ ハウの 継承 も期

待し てお ります 。さ ら に、小 規模 で機 動的な 団地 整備に よる 荒廃

農地の解消も、これも期待しているところでございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 こ の夏 も また猛 暑が 続き 、盆明 け頃 から一 気に 白ネ

ギの 元気 がなく なり 、 萎凋病 や軟 腐病 により 多く の圃場 で収 穫に

影響 する ような 被害 が 発生し てい ます 。そん な中 で、若 い白 ネギ

農家 の方 たちが 集ま り 、猛暑 対策 の研 究をさ れて おりま す。 この

研究 が実 を結ぶ こと に 期待を しつ つ、 また、 この スーパ ー白 ねぎ



団地にも期待をしつつ、この項の質問を終わりたいと思います。

大 要の ３点目 は新 米 子市発 足２ ０周 年記念 事業 につい てで あり

ます。

ま ず最 初に、 新米 子 市発足 ２０ 周年 記念事 業に ついて は、 ２０

周年 記念 セレモ ニー な ど様々 な事 業が 開催さ れて おりま すが 、今

後に つい てはど のよ う な事業 が執 り行 われる のか お伺い いた しま

す。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 記念 事業 でご ざいま すが 、発足 ２０ 周年

を象 徴す る特別 事業 と いう事 業を これ までも 行っ てまい りま した。

今 後に つきま して は 、主な もの を２ つ予定 して ござい ます 。一

つは 、宝 くじス ポー ツ フェア ドリ ーム ・ベー スボ ールで ござ いま

して 、こ れは９ 月２ ８ 日に開 催の 予定 でござ いま す。内 容と いた

しま して は、元 プロ 野 球選手 に多 数集 ってい ただ きまし て、 地元

の選 抜チ ームと の交 流 試合で すと か、 あるい は小 中学校 の野 球教

室な ど実 施をす る予 定 でござ いま す。 もう一 つが ふるさ と教 育発

表会 でご ざいま して 、 これは １１ 月を 予定し てお ります 。市 内の

全１ ２校 、中学 校、 中 学生で すね 、対 象とい たし まして 、今 年度

は米 子の まちづ くり を テーマ に、 探求 学習の 成果 を公表 いた だく

ということを予定をしております。

そ のほ か冠事 業と い たしま して 、本 市や民 間団 体が主 催す るイ

ベン トな ど、年 度内 継 続的に 実施 をし ていく こと として ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 特 別事 業 として は、 ドリ ーム・ ベー スボー ルな ど、



それ から 冠事業 とし て は、ち ょっ と私 、事前 に調 べたん です けど、

どう もＮ ＨＫの 「の ど 自慢」 が開 催さ れるよ うに なって おり まし

たの で、 これら 楽し み なもの が多 くあ りそう です し、市 民の 皆さ

んと一緒にお祝いをしながら楽しみたいとも思っております。

そ こで 、これ らの 記 念事業 につ いて 、市民 の皆 さんへ はど のよ

うな広報・周知をされているのかお伺いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 周知 でご ざい ますけ ども 、まず 、市 民の

皆様 方に 記念事 業を 知 ってい ただ くと ともに 、参 加促進 を図 って

いく ため 、様々 な広 報 ・周知 に努 めて きたと ころ でござ いま す。

具体 的に は、例 えば ３ 月３１ 日で ござ います が、 地元紙 に２ ０周

年記 念特 集記事 を掲 載 いたし まし た。 こうい った メディ ア媒 体の

活用 のほ か、ロ ゴマ ー クの作 成、 ある いはＳ ＮＳ を含め まし た市

の広 報媒 体など 活用 し ながら 、現 在、 広報・ 周知 に努め てい ると

ころでございます。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 様 々な 媒 体を活 用し ての 情報発 信で 、これ なら どこ

かで市民の皆さんの目に留まっていることだと、こう思います。

一 方で 、本市 のホ ー ムペー ジを 検索 します と、 広報・ 周知 が個

別事 業ご とにな って い ますの で、 まと めたほ うが 市民の 皆さ んに

分か りや すく伝 わる だ ろうと 考え 、一 括した もの で広報 して はど

うで すか と提案 を行 い ました が、 その 後の対 応に ついて お伺 いい

たします。

ま た、 記念事 業に つ いては 、さ らな る魅力 の発 信に努 め、 多く

の市 民に 新米子 市発 足 ２０周 年を 実感 してい ただ きたい と考 えま



すが、こちらの見解もお伺いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 から の御 提案を いた だきま して 、市

のホ ーム ページ に関 連 事業を 一覧 で確 認いた だけ る専用 ペー ジを

８月 の下 旬に設 けさ せ ていた だき まし た。そ の中 では、 事業 一覧

のほ か、 これま での 各 事業の 開催 実績 ですと か、 今後の 予定 のア

ナウンスなどを行わせていただいているところでございます。

今 後に つきま して は 、市内 各所 にデ ジタル サイ ネージ が各 所設

置を され てござ いま す 。こう いっ た媒 体をタ イム リーに 活用 しな

がら 記念 事業の さら な る情報 発信 、ひ いては 本市 の魅力 発信 に努

めてまいりたいと考えてございます。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 様 々な 事 業で広 報の 重要 性を実 感し ており ます ので、

みん なで 協力し 合い な がら実 のあ る２ ０周年 事業 にした いも ので

あります。

そ れで は、次 に、 そ の新米 子市 発足 ２０周 年事 業の一 つで もあ

りま すス ポーツ フェ ア ドリー ム・ ベー スボー ルに ついて お尋 ねを

い た し ま す 。 今 月 の ２ ８ 日 に 米 子 市 民 球 場 で 開 催 さ れ る ド リ ー

ム・ ペー スボー ルに つ いては 、多 数の 元プロ 野球 選手が 集い 、イ

ベン ト等 を開催 する こ とにな って おり ますが 、こ のドリ ーム ・ベ

ース ボー ルを開 催す る 目的に つい てま ずはお 伺い したい と思 いま

す。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 新米子 市誕 生２ ０周年 を記 念しま すと とも

に、 リニ ューア ルオ ー プンし まし たど らドラ パー ク米子 市民 球場



に多 くの 市民の 皆様 に お越し いた だき 、それ らを 体感し てい ただ

くこ と。 あわせ まし て 、元プ ロ野 球選 手によ りま して開 催さ れま

す野 球教 室に地 元の 少 年少女 野球 選手 に参加 して いただ き、 競技

力向 上や 青少年 の健 全 育成を 図る こと などを 目的 として おり ます。

以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 少 年少 女 に加え 、大 人た ちにも 夢を 与える すば らし

い事業だと私は思います。

米 子市 民球場 は１ 万 数千人 を収 容で きる球 場で す。チ ケッ トは

無料 とい うこと であ り ますが 、何 枚用 意され たの かお伺 いい たし

ます。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 主催者 でご ざい ます一 般財 団法人 自治 総合

セン ター には球 場収 容 人員の 約３ 倍に 当たり ます ４万枚 の入 場整

理券を御用意いただいてるところでございます。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ４ 万枚 、 ちょっ と聞 けば 驚くよ うな 数字だ なと 思い

ます けど 、これ はあ く まで計 算さ れ尽 くした 上で の枚数 だと 思い

ますので、とやかく言うつもりはありません。

そ こで 、一方 で集 客 目標人 数で すが 、これ は何 人に設 定さ れて

いる のか 伺いま す。 ま た、こ の入 場整 理券、 この 配付方 法並 びに

配付後の手応えをどう感じておられるのかも伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 集客に つき まし て具体 的な 数値目 標は 持っ

てご ざい ません が、 で きるだ け多 くの 市民の 皆様 にお越 しい ただ



きたいというふうに考えてございます。

入 場整 理券に つき ま しては 、市 役所 、市民 球場 、各公 民館 など

で配 付し ており まし て 、少年 野球 チー ム、中 学校 の野球 部、 社会

人の 野球 チーム の皆 様 には直 接入 場整 理券を 配付 してお りま す。

あわ せて 、市報 、市 の ホーム ペー ジ、 テレビ 、新 聞など によ りま

して 告知 に努め てる と こでご ざい ます 。現在 、入 場整理 券の 入手

につ きま して多 くの 方 からの 問合 せも いただ いて るとこ ろで ござ

いま すし 、少年 少女 ふ れあい 野球 教室 には約 ３０ ０名の 方に お申

込み をい ただい てる と こでご ざい ます ので、 保護 者の方 の観 戦も

見込 まれ ること から 、 当日は 多く の方 に御来 場い ただけ るも のと

期待をしてるとこでございます。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 先 ほど も 申しま した けど も、米 子市 民球場 のキ ャパ

シテ ィー は１万 数千 人 もあり ます ので 、球場 をも う満員 にす ると

いうのは容易なことではなく、結構難しいことだと思います。

そ んな 中で、 一人 で も多く の方 にお 越しい ただ けるよ う、 当局

の皆 さん 頑張っ てお ら れます けど も、 もう一 歩踏 み込ん だ広 報・

周知 をし なけれ ばな ら ないと 私は 思っ ていま す。 ドリー ム・ ベー

スボ ール 開催ま であ と ３週間 ほど しか ありま せん が、例 えば 公民

館で は入 場整理 券を 受 付に置 いて おく だけで なく 、各種 会合 や事

業開 催時 に配付 して も らうと か、 各自 治会に チラ シを回 覧し ても

らう など 、なる べく 多 くの人 の目 に触 れるよ うに 知恵を 絞っ てい

ただきたいと考えますが、見解をお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 議員か ら御 提案 をいた だき ました 公民 館で



行わ れる 各種会 合や イ ベント の際 に入 場券の 配付 をして いた だく

よう に公 民館の ほう に は依頼 を考 えて ござい ます 。また 、新 聞へ

の折 り込 み広告 の実 施 も予定 して ると ころで ござ います 。多 くの

方々 に開 催情報 をお 届 けでき るよ うに 、様々 な方 法で広 報・ 周知

を行おうと考えてございます。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 あ と３ 週 間ほど しか あり ません ので 大変で しょ うが、

広報・周知を頑張っていただきたいと思います。

次 に、 プログ ラム に ついて であ りま すが、 せっ かくス ピー ドガ

ンに よる 球速表 示が 可 能にな った わけ ですか ら、 アトラ クシ ョン

等で活用されたらどうかと思いますが、いかがでしょうか。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 ドリー ム・ ベー スボー ルの 試合前 のア トラ

クシ ョン の内容 につ き まして は、 主催 者によ りま してあ らか じめ

決め られ ており まし て 、今回 はホ ーム ラン競 争を 行うこ とと なっ

てご ざい ます。 今回 導 入いた しま した スピー ドガ ンにつ きま して

は、 今後 、市民 球場 で 開催さ れる 野球 教室な どの イベン トの 際に、

議員 がお っしゃ いま す ように 、ア トラ クショ ンと しても 活用 して

いただきたいというふうに考えております。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 承 知い た しまし た。 せっ かくで すの で、ス ピー ドガ

ンによる様々な活用方法も研究していただきたいと思います。

そ れで は、最 後に 、 リニュ ーア ルオ ープン した 米子市 民球 場を

今後どのように活用していくのかお伺いをいたします。

○岡田議長 伊木市長。



○伊 木市 長 先 般、 改 修工事 が全 て終 わりま して 、スコ アボ ード

はＬ ＥＤ 化され 、視 認 性も向 上い たし ました 。ま た、ス ピー ドガ

ン表 示で すとか 、試 合 を盛り 上げ る様 々な演 出の 表示も 可能 とな

りま した 。その ほか に もナイ ター 照明 ですと か、 放送設 備、 また

内野 スタ ンドや グラ ウ ンドな どを 改修 いたし まし て、プ レー はも

ちろ ん、 観戦を され る 方にと りま して もその 環境 を改善 した とこ

ろでございます。

新 しく なりま した 市 民球場 は、 これ まで同 様に 野球を 基軸 とし

て、 その 大会の 運営 、 あるい は練 習な どで大 いに 活用し てい ただ

くと いう ことは もち ろ んでご ざい ます けども 、あ の器を 利用 して

何か イベ ントす るだ と か、そ うい った ことに も使 ってい ただ ける

もの とい うふう に思 っ ており ます 。改 めて、 新し くなり まし た米

子市 民球 場がに ぎわ い の創出 につ なが るよう な活 用とい うこ とも

図ってまいりたいと思います。

加 えて 申し上 げま す と、か ねて より プロ野 球の 誘致に つい ては

多方 面か ら要望 をい た だいて おり ます 。これ につ きまし ては 、以

前に も答 弁申し 上げ ま したが 、興 業面 での条 件が 今厳し くな って

おり ます ので簡 単で は ないと いう こと は認識 して おりま すが 、ど

のよ うな 形であ れば 誘 致がで きる のか 、今後 も可 能性は 引き 続き

探っていきたいというふうに思っております。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 米 子市 民 球場に つき まし ては、 前議 会でこ の場 に立

った 稲田 議員と 同様 に 、私も 強い 思い 入れを もっ ており ます 。プ

ロ野 球の 話がご ざい ま したけ ども 、１ 軍でも ２軍 でも、 それ に準

ずる 試合 でも構 いま せ ん。ぜ ひプ ロ野 球を誘 致し ていた だき 、始



球式 には 、胸に 米子 の マーク 、背 中に は伊木 のロ ーマ字 を入 れま

して 、背 番号は 、米 子 にちな んで やっ ぱり４ ７５ 番、こ のユ ニホ

ーム をま とった 伊木 市 長にぜ ひ登 場し ていた だい て、か つて のよ

うに 大人 にも子 ども に も夢を 与え 、こ の米子 を盛 り上げ てほ しい

と切 に願 ってお りま す 。始球 式夢 のボ ールを いざ 投げん 、こ の一

句を 伊木 市長に 送り た いと思 いま す。 いつま でも 市民の 皆様 に夢

のボ ール を投げ 続け て いただ くよ う要 望しま して 、私の 質問 を終

わります。


